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氏` 「私が層者に コヽtだL とぃうようなことこ■3っ ていう。
甲 Tη め Ll顧 とり

｀
しり義蔵 目IT亀 之で薫難零 手該物電 琴亀 o警課 が研 %荘   

‐
  ■■

ハ層逓 で今破す るょぅな
=と

がふ著lけ 雪奪章こ壼天で廓 5,も っ と .も っ こ誕       :|
し合 う■とが電洋 ない で)守 な がぅうつ、                           ‐

癖了核特り|1辱員会鬱号静小香受含
‐12戸

=き
壇■調で要子賓■争iモ 尋含ハ膏 子■4ヽ 子尋金が専 aヽ まtF_。  ■1(

)まt■ 番層ら甲 しムたニメて =E=2全 垂宅ミ参甘著委と して` 漂 子機]T

「
:!][11[I[珪 if::言 }λ∽

書 li tt iヽ とぃぅョ
"で

よつた 。

■術つt訳 疎 行 に申 し瓢 ‥ 碧 [`[発
分′螢鍵

=イ
)予 では.ヶ <て も

対 してま奇 ぃ態 夏び言っき 1,じ 襲
｀
ぃ調

ls‐ 参加 した いなが よいと、,ぅ 竜電が圧任1的 :こ
孝がつた (前 喜 Iユ ース参照 )。

での篠描勢 にt4ヒ はし
｀
ぃ0だ が ら ■の ことこ再 確菌 し, き議 たが この空気

こム末 もF― 出導菫り るよぅ |こ してほ としヽ と 1、 ぅ意 見がて 静の でザズ電氏 あ 竜風
したヒ

=ぅ
とl■ とぅも述 ,講 果 |こιなつたょぅでぁつち 何 百奪Fび あ予算 lご

とびついて マのヰ7で 主導夕と握つて云ヵというちとがょ1)、 . 予算 ヒ1=科

椰 )て ヤながキカ左tく ゎぇてスヽくことかォブ奎等 であり、辱子々議語含のょ
)な と ころが しっが り して憶 ι(｀ とぃ ぅ青も多が つた。

考鉄 のメンバ Tス に意鷺 せ ざるべ
｀

|● 海ゃ J (1反 音7 調〕
(11勢 工 りっ っ づ F&― α μん晟″Ⅵ簿れ、報 ジμ伏ペ

寡
:1鶴

尋Я魏摯嘔鞍 濃ゃグ
'考尋 (2¬ ) 噴瑯l飛ヨ〔。、5る ),こ●L~ス ガヨ

“

n)

(7う
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":̈2野

ミ事 ‐ヽ茎‐
・
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__ ノ曖べ藤反対運動 レポート ,て の生―

味:ガtX黒 瞥F芝負)百 菫殉中1町 幸風| (干景早ム場
畠kこと研ちlν

_ヌ
カ談

=・
λシSg卜書いたよぅヽ‐,電資審ぇ猿,ざ 準,KX雲 :ヨ 懃■■ス と`う斗ってざLウ bと いうレオ。―卜し

ポおl‐

^ヽ おして,き ,|さらスてこF_‐ ンが~ヽ ヽ全ヤどつ`″ヽ` l■ 3`。

4月 いス降、ア
|ヽ 1'1担 者の講澤,新 下約 2o,流 葛ま担当の分詩 10り お,纂 象

逢べ
`91石

人に,昇を衆の徹半数は学生,次 いで磁Яムげ々移 (数 経′労任し 斎

i_n),そ いにキ民サークル′ PTA′ 委 春清リーワ )レ そで,髪 人口′」zoo万 人

(ク ベ)nだ な I n20争
:珈

家・
でltあ るで、 ル勁壼l~で

`5ら
''(た

衣 〕:|)言 ケくない。

その ろ 3を 爵学て語↑ して批魏こl17ざ な い。              ′

イ 講妥κ 難のル ートだ′研笏驚万ス組 一一 地名毅組 (と く)(3て数組 )の

場令が家 も多 く、 )で いで孝千和考:そ うの伸奮 oも の/他 r縄 4_/人 ルートのう

の。 泌勁林人ド=の
盾 の民主担なの々が懲人であることが

｀
わがる。 むろん澤

写う駁■的 4Fイ |｀

l_け で層毛が で′ 美張 りlH~現 の場ピ して tヽ るものと援感する

二こ111多 承 こ昇づつ′ ´孝′虔髭Д菫ひろげて行 くヱとが琢本でみるこの.お

諭 ,〔 章 したこ

Z 學ン双硼尋会などのン晟 “孝黎的ツリ
')レ

ー多へもな
=ト

リたが婁争|)ζ

さt)で もうえた 高議的饉鍾メ
't子

ヶ護人衆に対す る」ウマンであり, 碁勁を

嘉太す0"ち て電ない。

3 女卜、フつポ )上′ム・ ア ンヽピ~ル 時代 の萱もしし`舜圧的生気が貧´ていて

黎κ b董 痔 a:有 の下毎がら塀長さ左増してぃる。つ
｀
なり政つ的電機き識をな0

,と とヽ)ス テβして議を可しヽイ菫。

∠「｀
謳い嗜々こ内おだぃろいる試わたf拶 栞フ 潔わような介が―́番ァ ′ヾピー́

ルするc 吃チ′【ガ鮨゛孝庄の特徴をバイヤレや嬌ヨ

“

物こ4ら べながらわし、

ズに稼手病の花観 ガイガーオ重OF旱 (必 (14-αム波tぐ醜・ 「
と瑾

｀
ど)♪

交る,う 秦の塚】ん 曰本人専く いアガ 缶初 ユ́ 式ifル な、 ご
=こ な漂着につい

ての多度 のを諭左メ、んさいづろ。 な夕峙顧がネツ(:ず像ボλ果め栽 力∠才人革準

,晉
=ガ

:』 盟 )て かルt′ 適当な緒れとだす。            _
5 大てがネあて好らず 孝′卜繰河議 O JK茄 ウクな擁て―うJtム ょう●け弯ウむ

l颯 葱 (摯 め構 準 , サ
跳。お‐ ,錫 レ

"レ
ャ́嗅 αdλお、 ヱれ ,)二 人 資 r″ i,卜すて

り, ヽ々はダ迷いし ,F民 くなるぼづりであることが多 t｀ (lf■ :Fギ i言 弓||)ノ

表り〔:絶 動 の製燿 ヒγ咸 |て

"イ
る工し↓`名ん″ Z′  白1修 iも つヽて ア易 (ヽ謡 づF

けでよ tヽ 、 脅|る 1ざ

a)瀬拓考 |1漁 てう腐 いても消七ていてこク

う)嫁 千籐の機泳的でわ矮ス
"岬

つ崎いここ。
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1)η 4わ れの目土と,爵 ギ錫そК薦乗されても`ること。  |   |
d,熙 用な

'奪

子 の暑 落 は 霊琢足 のわ:望 |〔 均 らず を大 ゼス る tr.
: ι)人 本でみるがうFDl_に よつて尋ズでぎること。  等

6、

～

なぼ 雫 易 て しりヽも また的 厳 I之 議 し, 相 手 と見 っ め な が ち証 表 )=義

りつ`けるべ:き でソ%イ 寸―管と■って行って湮|ご 丞<」 ょぅ行犠あハッタリ
l苺 有雪需挙 で玖 る.“ 最ま庁め Doお、り'も 従つ て始 チ しも必零 ではな い。
7 億裁務 燿キの■ぃ |〔 金 ヵ と考■ザ′ _~焉 立混こぃ

｀
ら赦 ぃた寸 ょぅ ヅぁるこ

と 指1と 1電 「九束¬寸たした こと!寸 なぃ
メ辱盲雀亀),「 R温 泉に入つた っもリ

lで な才ti いうランずし凱」
●:自

米会議がえ倉,■ 昌iよ 学全と姜1嗅 」 etこ _

3 凛子ユ 1司 着ある豪 ,■ 困難ときわ
'あ , 本だ

「

―番震い議 し万がわがらも
｀

:｀・ 静思
^衝 考て不二可ぎたい。          (ノ トlil 愚確 、も)

多 ぞ 寺 文 f・ 爾 塔

~ド

ニ

~:14違

111曹 ξ ll予 i
ll将 脅iを 与浦い ため =帯 心 13名′ 府菩卜君が 0中 P↓と多 1凛 子P表 行¥

言昴ギ験蓄確のメ1^(「 よtl‡ ネ与アメリカが瀬くとホして1)る 尋 4オ ヽ狡の
だ苺産輌:推 するたム)E簿 ↑した務,精 ξぃコLキ ゥムメ亀ぃ理ないゃ野ヵ
二輔う も́苛弩こ検討 し合つに,主 としてぢ行2露 ャFて 奮爆1^割 きた中ヽ`に し
た報こが多く、病寃班0曰 泰ギ :こ ついてギ義寸 こ舌導がなく■ってしきつ千
め)も 蕪らで

'つ
た。

雫 彙 及評 ■石 こ で この凛lヵ
｀
ら | ア メ リカ の標 等 ヵ津 家 2中 oこ し て■ 奪 η

F漱 ]ヽ 積寄,→ 杵含を締いてぃぅ。 中の起サ|]、 アメリ″め榮手/「 設肇が
tl守 :モ

"し
て どの ょぅな影 響 芝段!=し て くるな ぅっづ とヽ`う =と で不 っtが

でのため |で l=す 1さ リア メ リカあ夕 う 27/政 第の駐 貨,■ lt l_1マ 貯 した固 離構

胃)=関 する資料 と葉´て、 ての上に iつ て,■ と童 あるヽ き:で ふ るこ 1ヽ うこ

こに事)ヽ,省 で薔導鬱年なこしくり、 て,tlで 意い下屁力毎イ表導こ1'い■
～じて甲 更 こ凛 し etもヽ

が ら接 き:左 乃なと tら ,1コ fl l Fi1 7い )、 ウフZ回

(1 l Fi22日 ),才 弓口 (12月 ■
7口 )｀こ人 |=|ぅ ち 3_~tlZ局 ア イク裡

警 意 で|い 倉珈†とイTつ F_― 。 この縄雫 1暮 脂 誨「 長 ア ■ 才 ンミに竃 漱 寸 る予定で

ムる。オ4回 は 12員 14曰
`予

狂 でネ 35

増任専でこの訂論に参和 tた ひ ,さ  森 ′神棒′富永

喜多亀 蛍た で豚ぅか |
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米末げi子力猪ゆ革早な♂て工表
最 jい ろ い る の 米 叢nI鰐 ↑ さ は て い う も あ aぅ ち ′ SQtt「 Cム 菫l争ccぃ

1の も牛
=11月 =の

証幸甲あ付たl―t′ 曽いて彎こ得ているので′ 註記をつIサ て鮎

↑ して ■ 〈 こ と :〔 した。

AEC薄 ′ 民 |ヨ 基よび貧装の申請者に対 して ,妄 用 6む 範値の落る目1む でψ

物肇 (転くメ:」Q(χノ1し いしα勉蜃ぼ
¥)a ti:通

 ,1:導・,・ 5注 :誕その滸有よ よび」ミ[戦 1亀Lノ  t']

・ lす る相 豚之苓えらirtて ぃる̀  産業上の話可と与 える前にッ トラスト初ri分 の

lln~選 |て 厳|し て)綻 予結λ )」 言

`層

とう lす る毎めとする。.     .
Aじ CIま 訂可とう |つ たもめ t種 数 )に ヽ して,通 ヨゴ代釜 (ナtaヵぃta化

じtanvが )で 大量の該 1勾 管2襲 艦でるでこがで いる。 しケ し,提 供 き″1た濠 物

療♂汁百叡 1■ ′ AE Cl=屁 ~Tる
。

AICは  識 :3・Tる が生産 ,う 可べ てn檬 粋事こ .正 き ri優督 (4■
,‐

,Aえ毀 )で 敢得寸も|ヌ 藤 とこl衝 約二高 7う こいて笛 ろc       ‐

蕪番日
｀
1を 藤き,■ 手ノ7ぽ|イ 分野

^寄
べ`ての贅鴫にすれ て, 特計

“

あド■

が
｀
可能でようし ‐

うら じ午 年コ |ミ 申議す§端許だついて |せ ′特許械ち,,こ (:こ 営専蜃さ鴻

と AECマ の 健 が や Fllす る こ こ と 寺 F]寸 季
=う

´ 薄
'1さ

)(ろ rと が 漱 ろ .

特 許 パ を う う ド 」 っ て 丁■,幸 現 も 村 iC■ 」 が ハ ECと 練 |で |イ 子 に 青■1お ルt

tも の で み る ことな手さ なけ れば ち ら it｀ .              ,

ハECI■ , 令裂柱崎を寧圭章用環子すがらヨ1喜 ,る 電クと嗜 ることがお末る:

また4巨 ε早, 実漁 14~め

`」

o″ゅ仇 t.J桜れ )幾 も日警うけ い運識′慮転

ど行 ち
=こ

プ できる。 モわこ奮ヤ し講可き行うてきつてノム巨CI'答 ≠徴鴻

′協同進合 ヵ ∫び高甦働施0こ 曜曳 6う に操わぢ |サ ンklゞ 願
ヽ
ちりヽヽ。

ハEc以 ′卜の政有神ログ澤ヽ力摩熟の生産′着軍と認奮ざルtる ことがある。

嬌膏核翅奮茎fぞ うすべ` ての研先 ,老 栗よ よび¬「べてい医学的千1間 に|さ ,記

可が与えらK5o
Aこ CI■ 民国ハ僣人或慮企業 分たあの研句′若栄t行 うことが

｀
オ茉る。
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AEcは ′ 液養 傭巻 一― ムEC喜 勇 ぉ,多 ギハ Ecと のマ r'巻 轟 ●薇評苛も

子
が塵簿 して いる者 二 の察 証審査 に颯 |る 響言 L′ ヤ晨れ の仕 幸メ甚 墓注

将憬茂 騎資'料 ゃ重辱性 と |ビ を ちそ′ 調整 恭た.3マ とがム蘇 き。 |

,(野 を戴・は,こ の )儒 手力関争の¬:崖 備番共よび事の辱焉

'こ

と,7′ 酪盤と
イ薦じ

｀
らく る資料をキ貧響のものに伝ぇた場合け 罰Q tt」 00 ドtは 上の11

に触さル、る:USA2傷 けるとが,峙錠口 2E力 汚 ようと寸 3意 もともつそぃ
こととヽク証丸穏謄専でuぃ・

口 務 協 lヵ  :
太確銀 は 議会 |■ 30日 前 1予‐青した■で′

守足自こ暉黎1的 1手 ′戦 |ヽ
|す 地

戦防征戒高 と琴 ぅηのを繁」デ1用 |ご 由t「 る協力の協表すき議ぶことがな
―
茉ち。

その協 ηで ,=′ 備報i 寺着ノ施設 あ堤:借 をィTぅ ことが
'よ

末もな 協を
'相

手
口■′ 伸 子兵番クタト彰に目する幸書は支取 3■ とがな素る考札 設st 製歯 :こ

厠● 5辛 美 l―A知 らさ,式 でぃ。 帯弓ヵ口際フ _|レ |=ェ る 1膚 の日との協力 1て 当
つて博′ 繭晩の議|ス 取 膚尺認

=ぼ
撃 と+3。

注i半 計雫子つ誌正ミ      J災 は ,t… へ丈 (峙 蒙核物旬
と )ヽう ぎ彗と′ sσ.t_c氏

…
へ人 時 )と いう言葉がっゲ t‐

j肇 ′ 前者
は Pい . U■ 33,U2ぅ ,ス Iが

｀
こぅにらの含量乏云たしたゥ,ラ ニウムで多り′後

右 |せ 貫ぶ シラニウム ′トリウ4ふ よびマ っ含有量がヽ
率ぽ薦は二う多馬ぬi

ことた 義さ}tて ぃる:ご こで tヽ う ″該物質
″こ|さ 風ち を傷な.

χXが でり広委)=定 義き1(た 澤諾でぁる。
十 ″

協力の移 /「i″ と埓定長に ,っ て′ 政務協ミ (相 手lコ lて 二驀 二健爾、ぬ
こと,11雪 譴者た蕩ざめこと, 等あ塚譴こ零求す毛)と 鵡b饉 二で,協ヵで
よ う。

‐ ■
===========干 写

警
― t====一 富==鞣 =一 常

・ =一 意 ===… 霊
一 一

黎 去

:    
寸 :

l軍
「 η

デ
甲
ず 撃能の々 藝

■
赫

電 覇 TE群ぜょ.Iる
9ア メ ,り ヵ の新 奪 子 ク玄 0轟 ,卜 規 定

υ tt g幸 申「 死 の反 菫酵 て フ 了轟

田 中 4喜々昨  (4蓑 )

着 本  丘 (1(ゝ 壽 )

ο菱 謎 紹 介 一 ― ― … NⅢし

…

  (9,10月 選 ), Atが 政 あ (う 月モ )

Aち は tS伏 ―
.tい嘔

^銀
(7,の 河号 )'PL帆 l毬 畿 ALi(

sat毎十 (9,i。 耳苺1),Pぼム」,しaぶん■1′ 拠 と1■趣 wげょ
)

単く失■ 銀 れ れ申今か (吟入~F7癸 へっ 0｀ く )
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喚弁で
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_葛 水 ユイ

ウ回のアメ リカ錬 尋力)ム の政Iの 晉響 )■  1 琴写力壼業 l― 民ldr不 のや

菅の道と輛いたこと′ 2.南 タト|=栗 予考4焉 報展
`核

分裂物 管と提供する通■

澤し`た ことのとやで払る。 ご瀬11て よると,ア メリカの号写力こ業け従来の湯

彦φ荻 さから澪哀さキtた ようl~P}コ tる け減ビ留 してで》1が 学キがどうが ,す

いういうな当書をもち よつて捨討 して掛な 1う はば憲ら憲い。 この ことにつ 、ヽ

て,二 こに 1つ め参七釘鞭がよ 60で 聟超 年 しさう。

こ颯 lミ I薦2 ゃ 匂ヽュ涎 W硼 くとな ら し で特 尋ζ奪 こ ■ して知 らχせて｀` る運
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